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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

７０号
2016 年３月15 日

実
施
で
き
ず
、
つ
い
に
４
月
１
日
実

施
を
断
念
し
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
、
契
約
社
員
・
パ
ー
ト

社
員
を
「
ス
タ
ッ
フ
社
員
」
に
変
更

し
、
月
給
制
か
ら
時
給
制
に
変
え
た

上
で
ス
タ
ッ
フ
社
員
の
雇
用
上
限
を

５
年
に
制
限
（
１
年
契
約
で
更
新
は

４
回
ま
で
）
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
重
大
な
こ
と
は
、
５
年
を
超

え
る
雇
用
を
希
望
す
る
者
に
は
試
験

を
課
し
、
不
合
格
な
ら
雇
い
止
め
に

す
る
と
い
う
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
契
約
社
員
・

パ
ー
ト
社
員
は
１
年
ご
と
に
契
約
を

更
新
し
て
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
就
業

規
則
の
改
悪
案
で
は
、
５
年
で
全
員

を
雇
い
止
め
、
試
験
で
選
別
さ
れ
た

者
だ
け
を
「
限
定
社
員
」
と
し
て
雇

う
と
い
う
の
で
す
。

　
し
か
も
、
作
業
手
当
な
ど
も
大
幅

に
削
減
さ
れ
、
有
給
忌
引
き
が
無
給

に
な
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
を
前
後
し
て
非
正
規
労

働
者
の
〈
３
年
・
５
年
〉
の
雇
い
止

め
が
一
挙
に
爆
発
し
か
ね
な
い
情
勢

が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
で
は
、
労
働
契
約
法
の
改
定

に
先
だ
ち
、
駅
の
外
注
化
施
策
の
柱

に
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
（
契
約
社
員

制
度
）
を
据
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
グ
ル
ー
プ
企
業
の
大
再
編
で
大

半
の
労
働
者
を
５
年
で
使
い
捨
て
る

雇
用
体
制
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

　
安
倍
政
権
が
進
め
る
総
非
正
規
労

働
者
（
労
働
移
動
の
促
進
）
化
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
Ｊ
Ｒ
資
本
が
先
頭
に

立
っ
て
つ
く
り
出
し
、
そ
の
全
社
会

的
な
拡
大
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
署
名
を
推
進
力
に

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
闘
い
抜
き
、

30
年
に
わ
た
っ
て
団
結
を
維
持
し
て

き
た
動
労
千
葉
と
動
労
総
連
合
が
こ

れ
ら
の
新
自
由
主
義
的
な
Ｊ
Ｒ
資
本

と
の
攻
撃
と
闘
い
抜
き
、
資
本
の
矛

盾
を
突
き
、
現
場
の
怒
り
と
結
合
し

て
、
団
結
（
労
働
組
合
）
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
階
級
的
労
働

運
動
の
再
生
の
大
き
な
展
望
が
開
か

れ
ま
す
。

　「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
あ
り
」
を
闘

い
取
っ
た
国
鉄
闘
争
に
は
大
き
な
歴

史
的
地
平
と
底
力
が
あ
り
ま
す
。
新

た
な
署
名
運
動
は
労
働
運
動
再
生
の

推
進
エ
ン
ジ
ン
で
す
。

　〈
３
年
・
５
年
〉
雇
い
止
め
問
題

は
全
産
別
の
問
題
で
す
。
新
自
由
主

義
が
も
た
ら
す
矛
盾
に
対
し
て
職
場

の
仲
間
と
議
論
を
開
始
し
、
闘
争
化

す
る
努
力
を
開
始
し
よ
う
。

　
国
鉄
闘
争
を
先
頭
に
、
あ
ら
ゆ
る

産
別
・
職
場
・
地
域
で
労
働
運
動
を

再
生
さ
せ
、
16
春
闘
を
闘
お
う
。

　
駅
や
車
両
の
清
掃
を
行
う
Ｊ
Ｒ
千

葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
が
、

契
約
社
員
の
５
年
雇
い
止
め
制
度
を

柱
と
す
る
雇
用
形
態
の
抜
本
的
改
悪

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
事

実
を
知
っ
た
現
場
か
ら
大
き
な
怒
り

の
声
が
あ
が
り
、
会
社
は
説
明
会
を

新署名を闘いの推進力に
　
動
労
千
葉
が
３
月
11
日
、
春
闘
第
一
波
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
ま

し
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
就
業
規
則
改
定
、
組
合
員
の
業
務
外
し
・
不
当

配
転
、
定
年
組
合
員
の
再
雇
用
問
題
で
の
組
織
破
壊
攻
撃
に
対
す

る
反
撃
の
闘
い
で
す
。

　

４
・
1
改
定
の
実
施
を
阻
止
し
た
！

　
２
・
14
国
鉄
集
会
の
組
織
化
の
過

程
で
新
署
名
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

６
・
30
最
高
裁
決
定
か
ら
半
年
余
り
、

国
鉄
百
万
陣
形
は
ど
う
な
っ
た
の
か

を
確
か
め
る
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。

　
署
名
板
に
つ
け
る
前
垂
れ
も
な

く
、「
安
倍
を
倒
せ
」
ゼ
ッ
ケ
ン
だ

け
の
に
わ
か
仕
立
て
の
街
宣
で
集
め

ま
し
た
。
し
か
し
百
筆
以
上
が
集
ま

り
、
最
高
裁
署
名
以
上
の
手
ご
た
え

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ビ
ラ
を
受
け
取
り
、
足
を
止
め
る

人
に
「
解
雇
撤
回
の
新
署
名
で
す
」

と
切
り
出
し
、「
国
鉄
分
割
・
民
営

化
で
首
を
切
ら
れ
た
国
鉄
１
０
４
７

名
の
闘
い
が
29
年
に
な
り
ま
す
。
実

は
昨
年
６
月
に
最
高
裁
が
『
首
を

切
っ
た
こ
と
は
違
法
。
労
働
組
合
法

違
反
の
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
』

と
初
め
て
確
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

Ｊ
Ｒ
に
雇
用
責
任
が
生
ま
れ
た
ん
で

す
。
署
名
は
Ｊ
Ｒ
に
雇
え
と
直
接
に

要
求
す
る
も
の
で
す
」
と
ギ
リ
ギ
リ

に
短
く
し
た
説
明
を
し
ま
す
。

　
す
る
と
多
く
の
人
が
書
き
始
め
て

く
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
会
話
に
な
り

ま
す
が
、「
非
正
規
」「
安
全
」
を
中

心
に
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
こ
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
で
も
同

じ
制
服
を
着
て
ま
す
が
半
分
は
５
年

で
雇
い
止
め
の
契
約
社
員
で
す
。
学

卒
で
も
22
歳
か
ら
27
歳
ま
で
こ
き

　
１
時
間
も
や
れ
ば
「
中
曽
根
も
悪

か
っ
た
け
ど
安
倍
は
ひ
ど
い
ね
」「
ま

だ
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
反

応
は
２
～
３
人
は
出
ま
す
。
署
名
で

初
め
て
出
会
っ
た
『
国
労
文
化
』
の

詩
人
か
ら
は
20
筆
の
署
名
が
早
速
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
や
は
り
国
鉄

百
万
陣
形
は
、
戦
争
法
攻
防
の
根
底

を
支
え
た
と
確
信
し
ま
し
た
。

顔
で
の
高
等
オ
ル
グ
」
で
す
が
結
構

署
名
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。

　
戦
争
反
対
１
０
０
０
万
署
名
と
一

緒
に
や
れ
ば
、
お
互
い
「
あ
っ
ち
の

署
名
も
お
願
い
し
ま
す
」
で
実
に
ス

ム
ー
ズ
に
や
れ
ま
し
た
。
息
が
合
っ

て
く
れ
ば
、
最
高
で
す
。

　
小
田
原
で
２
月
21
日
、
動
労
神
奈

川
が
青
年
労
働
者
の
解
雇
撤
回
を

闘
っ
た
時
も
街
宣
で
署
名
を
集
め
、

「
こ
ん
な
集
ま
っ
た
の
は
初
め
て
。

す
ご
い
反
応
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
署
名
は
、
何
よ
り
自
分
の
職
場

を
組
織
す
る
最
高
の
武
器
に
な
る
で

し
ょ
う
。
党
派
闘
争
に
勝
利
し
、
組

織
化
の
最
強
の
武
器
で
す
。
戦
後
最

大
・
最
長
で
、
国
際
的
に
も
通
用
す

る
「
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘

争
」
の
決
着
＝
Ｊ
Ｒ
採
用
へ
全
力
で

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
の
春
闘
、
反
原
発
、
戦
争
法

反
対
闘
争
な
ど
に
も
ど
ん
ど
ん
出
か

け
よ
う
。（
Ｔ
）

使
っ
て
ポ
イ
捨
て
で
す
。
こ
ん
な
雇

い
方
で
鉄
道
の
安
全
は
守
れ
ま
せ

ん
。Ｊ
Ｒ
は
事
故
が
多
い
で
し
ょ
う
」

と
水
を
向
け
て
、「
そ
う
ね
」
と
な

れ
ば
会
話
は
弾
み
ま
す
。

　
最
後
に
「
１
０
４
７
名
も
の
ク
ビ

を
切
っ
て
生
ま
れ
た
Ｊ
Ｒ
は
、
乗
客

の
命
も
守
ら
な
い
元
祖
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
で
す
」
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

　
私
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
や
る
気

さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
も
試
し
て

み
ま
し
た
。
口
下
手
を
自
認
す
る
人

と
一
緒
に
署
名
し
た
際
は
、
私
の
後

ろ
に
立
っ
て
も
ら
い
、
ビ
ラ
を
受
け

取
っ
た
人
に
笑
い
か
け
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。悪
く
言
え
ば「
立
っ

て
る
だ
け
」、
良
く
言
え
ば
「
目
と

国
鉄
新
署
名
は
手
応
え
十
分

職
場
、
街
頭
で
取
り
組
も
う

　
昨
年
９
月
の
労
働
者
派
遣
法
の
大

改
悪
に
よ
っ
て
、
企
業
は
３
年
ご
と

に
派
遣
労
働
者
を
交
替
さ
せ
れ
ば
、

３
年
を
超
え
て
無
期
限
に
派
遣
労
働

者
を
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
社
員
を
派
遣
労
働
者
に
置
き
換
え

る
こ
と
が
事
実
上
、
合
法
化
さ
れ
た

の
で
す
。
他
方
で
、
派
遣
労
働
者
は

３
年
ご
と
の
雇
い
止
め
が
強
制
さ
れ

ま
す
。

　
２
０
１
２
年
の
労
働
契
約
法
改
定

で
は
、
５
年
無
期
転
換
ル
ー
ル
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
カ
フ
ェ
・
ベ

ロ
ー
チ
ェ
の
４
年
雇
い
止
め
裁
判
や

早
稲
田
大
学
の
非
常
勤
講
師
上
限
５

年
（
組
合
と
の
和
解
で
撤
回
さ
れ

た
）
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
で
こ
れ

を
回
避
す
る
た
め
の
雇
い
止
め
が
激

増
し
、
あ
る
い
は
、
雇
い
止
め
の
制

度
化
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
派
遣
法
改
悪
か
ら
３
年
、
そ
し
て

無
期
転
換
ル
ー
ル
が
有
効
と
な
る

　

非
正
規
全
体
へ
の
雇
い
止
め
攻
撃
だ

３・１１春闘第一波ストライキ（京葉車両センター）

安倍の労働法改悪に
ストライキで反撃を！
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不当解雇から２９年  全国 9 カ所で国鉄集会

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
呼
び
か
け

で
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
不
当
解

雇
か
ら
29
年
―
２
・
14
労
働
者
集

会
」
が
東
京
・
す
み
だ
産
業
会
館
で

６
２
０
人
の
結
集
で
開
催
さ
れ
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
呼
び
か
け

人
の
花
輪
不
二
男
さ
ん
が
開
会
あ

い
さ
つ
。「
最
高
裁
は
不
当
労
働
行

為
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

残
っ
て
い
る
の
は
１
０
４
７
名
の
解

雇
撤
回
だ
。
10
万
を
上
回
る
署
名
を

集
め
、
敵
の
最
後
の
論
拠
を
粉
砕
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
反
対
同
盟
の
萩
原
富
夫
さ
ん
が

３
・
27
三
里
塚
全
国
集
会
へ
の
結
集

を
呼
び
か
け
た
。

　
動
労
千
葉
顧
問
弁
護
士
の
鈴
木
達

夫
さ
ん
は
「
強
制
出
向
無
効
確
認
訴

訟
」
の
重
要
性
を
訴
え
、
７
月
参
院

選
を
闘
い
ぬ
く
と
宣
言
し
た
。

　
顧
問
弁
護
団
長
の
葉
山
岳
夫
弁
護

士
は
、「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
が
不
当

労
働
行
為
に
加
担
し
て
い
る
こ
と
の

意
味
は
重
大
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
解
雇

撤
回
し
復
職
さ
せ
る
法
律
的
義
務
・

責
任
が
あ
る
」
と
力
説
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
田
中
康
宏
委
員
長

は
「
闘
い
は
Ｊ
Ｒ
を
直
接
相
手
に
解

雇
撤
回
を
求
め
る
と
こ
ろ
ま
で
前
進

し
た
。
全
国
の
産
別
・
地
域
を
こ
え

た
無
数
の
職
場
に
小
さ
く
て
も
無
数

の
闘
い
の
火
を
つ
く
り
組
織
を
つ
く

り
、
全
国
に
動
労
総
連
合
を
つ
く
る

運
動
だ
」
と
提
起
し
た
。

　
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
山
本
弘

行
さ
ん
は
「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に

最
後
の
決
着
を
」
と
訴
え
た
。

　
動
労
千
葉
争
議
団
の
中
村
仁
さ
ん

は
「
何
と
し
て
も
解
雇
撤
回
を
勝
ち

取
り
た
い
」、
国
労
闘
争
団
の
成
田

昭
雄
さ
ん
は
「
分
割
・
民
営
化
で
や

ら
れ
た
こ
と
を
す
べ
て
敵
に
た
た
き

返
す
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

　
韓
国
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
本
部
と
民

主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
か
ら
の
集

会
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
労
働

法
改
悪
と
の
闘
い
を
合
同
・
一
般
労

組
全
国
協
の
小
泉
義
秀
事
務
局
長
が

訴
え
た
。

　
動
労
水
戸
の
石
井
真
一
委
員
長

は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
強
制
配
転
粉

砕
の
闘
い
を
報
告
し
、外
注
化
粉
砕
、

常
磐
線
全
線
開
通
阻
止
へ
闘
い
ぬ
く

と
決
意
を
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
の
現
場
か
ら
、
幕
張
支
部
の

山
田
支
部
長
、
京
葉
支
部
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ

組
合
員
、
動
労
連
帯
高
崎
の
漆
原
副

委
員
長
、
動
労
水
戸
大
子
支
部
の
組

合
員
が
決
意
を
表
明
。
動
労
神
奈
川

は
、
青
年
労
働
者
に
対
す
る
解
雇
攻

撃
を
粉
砕
し
、
必
ず
職
場
に
戻
る
と

宣
言
し
た
。

　
決
意
表
明
を
郵
政
労
働
者
、
群
馬

合
同
労
組
中
央
タ
ク
シ
ー
分
会
、
全

学
連
が
行
い
、
集
会
の
ま
と
め
を
動

労
千
葉
の
川
崎
書
記
長
が
行
っ
た
。

 
九 
州

　
福
岡
市
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
で
２
月

14
日
、
国
鉄
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
全
国
運
動
・
九
州
の
竹
内
良
夫
代

表
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
レ

イ
バ
ー
ユ
ニ
オ
ン
福
岡
、
虹
ケ
丘
労

働
組
合
、
ス
労
自
主
、
自
治
体
労
働

者
が
連
帯
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
国
労
原
告
団
の
羽
廣
憲
さ
ん
が
基

調
提
起
を
行
っ
た
。「
動
労
総
連
合
・

九
州
の
結
成
を
決
断
し
た
」「
団
結

を
破
壊
さ
れ
た
30
年
に
対
す
る
反
転

攻
勢
を
始
め
よ
う
。
必
ず
と
も
に
闘

う
仲
間
の
姿
が
見
え
て
く
る
」

　
学
生
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
全
国
協

議
会
福
岡
支
部
、
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
福
岡

と
長
崎
、星
野
さ
ん
を
取
り
戻
す
会
・

九
州
、
と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
！

百
万
人
署
名
運
動
福
岡
県
連
絡
会
が

決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
手
嶋
浩

一
さ
ん
が
「
動
労
総
連
合
・
九
州
を

結
成
し
、Ｊ
Ｒ
九
州
に
切
り
込
も
う
」

と
提
起
し
た
。

 

北
海
道

　
札
幌
で
14
日
、
国
鉄
闘
争
全
国
運

動
・
北
海
道
主
催
の
集
会
が
開
か
れ

た
。

　
自
交
総
連
Ｓ
Ｋ
さ
く
ら
交
通
労
組

の
河
野
晃
興
委
員
長
が
主
催
者
を
代

表
し
て
「
北
海
道
新
幹
線
開
業
は
地

方
切
り
捨
て
に
な
る
。
赤
字
路
線
を

切
る
と
い
う
が
北
海
道
の
全
線
区
が

赤
字
」「
動
労
総
連
合
・
北
海
道
を

立
ち
上
げ
を
」
と
訴
え
た
。

　
自
治
体
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
合
同
労
組
の

労
働
者
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
支
部
準

備
会
な
ど
が
発
言
。
元
国
労
闘
争
団

員
も
発
言
し
た
。

 

郡 

山

　
福
島
県
郡
山
市
で
14
日
、
国
鉄
集

会
が
95
人
で
開
か
れ
た
。

　
動
労
福
島
の
橋
本
光
一
委
員
長
が

基
調
報
告
を
行
っ
た
。「
解
雇
撤
回

へ
新
た
な
署
名
運
動
の
開
始
を
宣
言

す
る
。
こ
の
闘
い
は
外
注
化
阻
止
・

非
正
規
職
撤
廃
を
提
起
し
て
い
る
。

す
べ
て
を
組
織
拡
大
へ
」

　
特
別
報
告
を
国
労
秋
田
闘
争
団
の

小
玉
忠
憲
さ
ん
と
動
労
水
戸
の
照
沼

靖
功
さ
ん
が
行
っ
た
。
小
玉
さ
ん
は

「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
い
う
国
家

的
不
当
労
働
行
為
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」、
照
沼
さ
ん
は
「
外
注
化
で

非
正
規
を
強
制
さ
れ
て
い
る
若
者
と

討
論
し
壁
を
崩
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。
集
会
後
、
郡
山
駅
前
デ
モ
を
打

ち
ぬ
い
た
。

 

新 

潟

　
新
潟
市
で
14
日
、
国
鉄
集
会
が
行

わ
れ
た
。

　
動
労
総
連
合
・
新
潟
の
星
野
文
男

委
員
長
が
基
調
報
告
。
新
潟
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
が
非
正
規
の
組
合
員
を
解

雇
し
た
こ
と
を
徹
底
的
に
弾
劾
し

「
動
労
総
連
合
へ
の
許
せ
な
い
組
織

破
壊
攻
撃
」
と
宣
言
し
た
。

　
新
署
名
や
、
Ｊ
Ｒ
の
外
注
化
・
子

会
社
化
＝
非
正
規
職
化
と
闘
う
方
針

な
ど
を
提
起
し
た
。

 

東 

海

　
名
古
屋
で
２
月
14
日
、
国
鉄
集
会

が
か
ち
と
ら
れ
た
。

　
東
海
合
同
労
組
の
坂
野
執
行
委
員

長
が
「
闘
い
は
こ
れ
か
ら
だ
！
　
動

労
総
連
合
を
東
海
に
！
」
と
基
調
提

起
。

　
池
田
元
３
等
空
曹
の
国
賠
訴
訟
弁

護
団
と
し
て
活
躍
す
る
加
藤
寛
崇
弁

護
士
が
「
改
悪
労
働
者
派
遣
法
を
許

す
な
！
」と
題
し
て
講
演
。
さ
ら
に
、

池
田
裁
判
を
と
も
に
闘
う
会
事
務
局

が
裁
判
闘
争
の
意
義
を
訴
え
た
。

 

大 

阪

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
関
西
が
主

催
し
た
関
西
国
鉄
集
会
が
２
月
15

日
、
大
阪
市
立
港
区
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
２
１
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
動
労
西
日
本
の
原
田
隆
司
近
畿
支

部
長
が
基
調
報
告
で
動
労
総
連
合
の

全
国
的
建
設
が
待
っ
た
な
し
の
勝
負

に
な
っ
た
と
提
起
し
た
。

　
全
日
建
運
輸
連
帯
労
組
関
西
地
区

生
コ
ン
支
部
の
平
山
正
行
執
行
委
員

が
「
新
た
な
署
名
運
動
に
関
生
支
部

も
全
力
で
取
り
組
む
」
と
訴
え
た
。

　
動
労
西
日
本
、
関
西
合
同
労
組
、

八
尾
北
医
療
セ
ン
タ
ー
労
組
、
高
槻

医
療
福
祉
労
組
、
日
教
組
奈
良
市
、

ス
労
自
主
、
全
学
連
、
大
阪
市
職
の

仲
間
が
次
々
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　
全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同

の
中
村
吉
政
委
員
長
は
「
敵
は
矛
盾

だ
ら
け
。こ
の
点
を
突
け
ば
勝
て
る
。

と
も
に
新
た
な
署
名
運
動
を
担
う
」

と
発
言
し
た
。

 

広
島

　
広
島
市
で
14
日
、
国
鉄
集
会
が
開

か
れ
た
。
動
労
西
日
本
・
愛
媛
県
職

労
・
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
・
自
治
労

倉
敷
の
４
組
合
を
中
心
に
実
行
委
員

会
が
主
催
し
た
。
１
２
０
人
が
集
ま

り
、新
署
名
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
基
調
提
起
を
動
労
西
日
本
の
大
江

照
己
委
員
長
が
行
い
「
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
へ
新
署
名
運
動
の
開
始
を

宣
言
し
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
と
、

会
場
か
ら
拍
手
が
わ
き
上
が
っ
た
。

　
動
労
西
日
本
か
ら
山
田
和
広
書
記

長
が
解
雇
撤
回
・
非
正
規
職
撤
廃
の

先
頭
で
闘
う
決
意
を
述
べ
、
広
島
印

刷
事
業
所
廃
止
絶
対
反
対
で
闘
う
広

島
支
部
の
岡
崎
昭
夫
組
合
員
、
三
江

線
廃
止
と
闘
う
鷲
見
貢
米
子
支
部
長

ら
の
ア
ピ
ー
ル
が
続
い
た
。
愛
媛
県

職
労
の
宇
都
宮
理
委
員
長
は
、
伊
方

原
発
再
稼
働
阻
止
の
３
・
19
え
ひ
め

集
会
を
呼
び
か
け
た
。

 

沖 

縄

　
沖
縄
国
鉄
集
会
が
14
日
、
那
覇
市

内
で
開
か
れ
た
。
国
鉄
闘
争
全
国
運

動
・
沖
縄
の
第
６
回
総
会
も
か
ね
て

行
わ
れ
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
を
全
国
運
動
・
沖

縄
の
呼
び
か
け
人
の
金
城
幸
男
さ
ん

が
行
っ
た
。
総
会
議
案
を
真
喜
志
康

彦
事
務
局
長
が
提
起
し
、「
動
労
千

葉
・
動
労
総
連
合
の
組
織
拡
大
の
決

意
を
共
有
し
、
組
織
拡
大
を
絶
対
に

実
現
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
・
電
通

沖
縄
、
基
地
労
働
者
の
会
、
沖
縄
中

部
の
会
の
報
告
が
続
い
た
。

　「
解
雇
撤
回
、
非
正
規
職
撤
廃
、

派
遣
法
廃
止
へ
」
と
題
し
て
、
Ｉ
Ｊ

Ｂ
Ｓ
労
組
書
記
長
の
仲
宗
根
光
洋
さ

ん
が
提
起
し
、
富
田
晋
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｓ
労

組
委
員
長
が
「『
復
帰
』
44
年
沖
縄

集
会
で
そ
の
一
歩
を
」
と
訴
え
た
。

　
７
６
２
８
人
の
国
鉄
労
働
者
に
不
採
用
が
通
告
さ
れ
た
１
９
８
７
年
２
月
16
日
か
ら
29
年
、
全
国
９
カ

所
で
国
鉄
集
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
〈
解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰
〉
を
要
求
す
る
新
た
な
署
名
運

動
が
始
ま
っ
た
。
署
名
武
器
に
労
働
運
動
再
生
へ 

各 

地 

で

国
鉄
集
会


